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未 来 へ  ～ S m a l l  s t e p s ,  G r e a t  s t r i d e s ～
スペシャルオリンピックス日本・大阪

理事長　村上　智則

昨年 11 月 9 日（日）、スペシャルオリ
ンピックス日本・大阪 創立 30 周年記念
式典を、無事に終えることができました。

当日はあいにくの雨模様となりました
が、約 300 名もの皆様にご出席いただき、

心温まる時間をともに過ごすことができましたことに、心より
感謝申しあげます。

式典会場には、アスリート、ファミリー、ボランティア、コー
チ、関係団体の皆様、そして長年支えてくださった多くの方々
の笑顔があふれていました。

ご来賓からの温かいお言葉や、アスリートによる胸が熱くな
るスピーチ、数々の楽しい催しを通して、30 年の歩みの重みと、
人と人とのつながりの尊さを改めて実感する一日となりました。

振り返れば、1995 年の創立以来、決して平坦な道のりではあ
りませんでした。

災害や社会の変化、そしてコロナ禍という大きな試練を乗り
越えながら活動を続けてこられたのは、「誰もがチャレンジでき
る場をつくりたい」という変わらぬ思いと、それを支えてくだ
さった多くの仲間の存在があったからにほかなりません。

雨の中でも足を運んでくださった皆様の姿は、私たちにとっ
て何よりの励ましであり、次の一歩へと進む大きな力となりま
した。30 周年はゴールではなく、新たなスタートです。これか
らも一人ひとりの「精一杯」を大切にしな
がら、より多くの仲間とともに歩み続けて
まいります。

今後とも、変わらぬご理解とご支援を賜
りますよう、よろしくお願い申しあげます。

式典挨拶 QR

公益社団法人スペシャルオリンピックス日本
理事長　平岡　拓晃　様

ライオンズクラブ国際協会 335-B 地区ガバナー

笹部　美千代　様
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今後もアスリートを真ん中に
SON・大阪　副理事長 勢木　俊二

昨年は、SON・大阪創立 30 周年を記念して、競泳や卓球、ボ
ウリング、フロアホッケーなどの大会に各地から多くのアス
リートが集い、今までのトレーニングの成果を競ったものにな
りました。これらの大会は、すぐにできるものではありません。
今までの SON・大阪が培ってきた経験が大きな力になっていま
した。また、運営面においても多くのボランティアの方々に参
集していただき、大会がスムーズに進むことができました。

そして、11 月９日に中之島にある大阪市中央公会堂におい
て、SO 日本理事長平岡様をはじめ、多くの関係者に集まって
いただき、SON・大阪創立 30 周年記念式典を開催することが
できました。

「未来へ向かって」のキーワードをもとに取り組んできたま
とめとして素晴らしい式典になりました。創立時期からのアス
リートの紹介、アスリートの SO に対する思いの発表等、そし
て、何よりアスリートが主役になるように司会進行も彼らに
担ってもらいました。少し緊張気味ではありましたが、しっか

り進めてくれました。
これらは、この式典だけではなく、SON・大阪が『アスリー

トを真ん中』にした活動であることを、内外に示すことができ
たのではないかと思います。31 年目である今年度、アスリー
ト、コーチ、ボランティア、ファミリーそれぞれの立ち位置で、
しっかり未来に向かって進んでいくことを確信しています。

30 周年記念事業を終えて
副実行委員長　久郷　惠子

� 大阪北ライオンズクラブSOなごみ支部

私達は、スペシャルオリンピックス日
本・大阪をサポートする目的で、大阪北
ライオンズクラブの支部として、2023 年
11 月にＳ O なごみ支部を立ち上げまし
た。私はこの支部に関わるまで、スペシャ

オリンピックスの活動は全く知らなかったので、誘われるがま
まスタートしたこともあって、自分自身が積極的にアスリート
の皆様と接する事ができませんでした。しかし、30 周年事業実
行委員として皆様と関わっていく中で、スペシャルオリンピッ
クスの活動がもっと認知され、アスリート達がもっと輝ける機
会を増やして行きたいと、実感する事ができました。会場選び
や式典の内容を決めたり、食事のメニューを選んだり、記念品
を検討したり、１年という準備期間はあっと言う間に過ぎ去り、
気がついたら当日を迎えていた気がします。結局何が正解だっ
たのかはわかりませんが、これもスペシャオリンピックス日
本・大阪にとっての一つの通過点として、アスリートの皆様が
チャレンジしたい事を、これからも話し合って実行に結びつけ
て、笑顔の輪を 40 周年に向けて広げて行けたらいいなぁ～と考
えています。

未来へチャレンジ！

スペシャルオリンピックス日本大阪
創立 30 周年記念事業に寄せて
大阪北ライオンズクラブ　SO・なごみ支部　今出　香純

2023 年にスペシャルオリンピックスと出会って、たくさんの
喜びと素晴らしい出会いがありました。創立 30 周年の記念事業
でアスリートと一緒に式典のお手伝いをさせていただいたこと
に感謝申し上げます。

アスリートのスポーツへの情熱は私にエネルギーを与えてく
れます。ボランティアとして競技会や練習に参加した際、純粋
にスポーツに向き合う姿に感動を覚えました。勝った時の輝く
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式　次　第（第1部）
○挨拶� スペシャルオリンピックス日本・大阪理事長　村上　智則
○ご祝辞

公益財団法人　スペシャルオリンピックス日本理事長
　平岡　拓晃　様

ライオンズクラブ国際協会　335-B地区ガバナー
笹部　美千代　様

○メッセージ　披露� 大阪府知事　吉村　洋文様
○アスリートメッセージ� 福島　誠一朗　・　三島　晴香
○アスリート紹介　創立期から参加のアスリート紹介
○感謝状贈呈

寄付協賛者代表� マルホ株式会社様
ボランティア参加代表� 株式会社　関電パワーテック様
会場提供者代表� 桃山学院大学様

○記念コンサート� あまゆーず　様
○スタンプラリー（中之島公園一帯）

式　次　第（第2部）
○お祝い� チアリーディング　TOMOKO KOJIMA

チアダンス・アカデミー

○アスリート、ファミリー、ボランティア演技披露
　　　　　　　　　　　　北河内陸上　演技歌唱「虹」（手話付き）
　　　　　　　　　　　　北河内卓球　演技ダンス「南中ソーラン」

○お楽しみ抽選会
提供；大阪北ライオンズクラブSOなごみ支部様

○みんなで歌おう！踊ろう！　あまゆーずさんと共に
○閉会ご挨拶
� 大阪北ライオンズクラブSOなごみ支部会長　久郷　恵子

ライオンズクラブの皆様

第１部　司会　今出・西・山本
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笑顔、負けて流す涙を見て、生きていることへの喜びを感じま
した。

またアスリートと天王寺動物園へ行き、一緒に楽しい時間を
過ごせたことは良い思い出です。

今後の私の目標は、スペシャルオリンピックスの活動をまだ
ご存知ない方に周知していくこと、またどのように関わってい
けばよいのか分からない方にスペシャルオリンピックスとの橋
渡しをしていくことです。アスリートの皆さん、ファミリーの
皆さん、これからもどうぞよろしくお願いいたします。

30 周年事業を終えて
マルホ株式会社　経営企画部 経営理念推進Ｇ　山　智子

会社のマッチングギフトやボランティア活動を通じて貴団体
と関わらせて頂いてはや 10 年。今回のようにイベントの企画
段階から参画させて頂くのは初めての経験で、長く携わった皆
様の中に入っていくことには正直なところ気後れもしましたが、
役員の方からの温かいお誘いもあり、思いきって参加させて頂
くことになりました。

これまで、社内での理解促進のためにコーチやファミリーの
皆さんにインタビューさせて頂く機会もあり、活動への理解は
深めてきたつもりです。それでも企業の社会貢献担当者として、
この記念すべき 30 周年という節目に、自分たちに何ができるの
か、どう貢献すべきかを考えさせられた１年でもありました。

そして迎えた式典当日。緊張した面持ちで登壇する方々へ心
の中で応援を送り、アスリートたちの溢れる笑顔とそれを温か
く見守る会場の空気は、純粋な楽しさと希望に満ち、心温まる
ものでした。私もボランティアスタッフとしてお手伝いさせて
頂けたことを光栄に思います。これからも微力ながら尽力して
参ります。

記念事業を終えて　
大阪北ライオンズクラブSOなごみ支部　高橋　信好

まずは、30 周年記念行事が盛会の内に終わったことに企画、
運営に携わったものとして安堵しています。足掛け 1 年、毎月
の企画会議で多くのアイデアが出ました。実施可能な企画、難
しい企画もありましたが、概ね落着いた企画となりました。

当日は、スペシャルオリンピックス日本　平岡理事長をはじ
め多くの来賓の方、ボランティアの方、出演者の方、そして、ア
スリート及びファミリーの方々に 30 周年記念を盛り上げてい
ただきました。企画以上の成果が出たのではないかと運営者の
ひとりとして皆様に感謝しています。

来年度以降もスペシャルオリンピックス大阪の活動が益々活
発になることを祈念しています。

会場を飾った寄書

あまゆーず

スタンプラリーポイント

SO なごみ支部　マツケンサンバ

小島智子チアダンスアカデミー会場全体
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30 周年記念式典に思う
理事　アスリート　小川友輔

アスリートレクでスタンプラリーでは、天気が悪かったです
が、みんな楽しんでくれたのが良かったです。

午後からは、司会をやったので昼ごはんをゆっくり食べられ
なかったのが残念でした。卓球のみんなでソーラン節をやった
のも良かったのかなと思いました。

SO とライオンズクラブ
理事　中塚　磨由美

スペシャルオリンピックス（SO）の活動に導かれるように関
わり始めて、気づけば 15 年以上の月日が流れました。

知的障がいのあるアスリートたちが日々のトレーニングを積
み、その成果を競技会で発揮する場です。しかし、そこにある
のは単なるスポーツの勝ち負けだけではありません。特に、障
がいのある人とない人が同じチームメイトとして共に汗を流す

「ユニファイドスポーツ」には、今の社会に必要な「答え」が詰

まっています。
全国各地から多様な人々が集まり、リアルなコミュニケー

ションを通じて手を取り合う。そこで生まれるのは、互いを一
人の人間として尊重し合う「相互理解」という名の、何にも代
えがたい嬉しい結果です。

所属しているライオンズクラブの精神も「相互理解」を養い
活動することを掲げて社会奉仕を続けてきましたが、私の願い
は、このＳＯの活動がここ大阪でもっと広く、深く根付いてく
れることです。アスリートの自立を支え、障がいの有無にかか
わらず、誰もが隔てなく公平に輝ける環境を作りたい。15 年前
のあの日、この活動に出会えた感謝を胸に、これからも「心の
バリア」のない社会を目指して歩み続けます。

記念式典に参加して
理事　アスリート　浅野　なつみ

お昼ご飯がおいしかったです。ただ、朝の司会の人は、お昼
ご飯をゆっくりと食べられたけど、私はお昼からの司会だった
のでゆっくり食べる余裕がなくて残念でした。

でも、スタンプラリーはとても楽しかったし、他のプログラ
ムの出し物も楽しかったです。あと、他のプログラムの人達と
交流できたのも良かったです。またこういうイベントをしたい
です。

創立 30 周年事業を終えて
理事　ファミリー　森田　洋子

何より無事に終わったこと、アスリートやファミリーの喜ん
でくださっている笑顔がたくさん拝見できたこと、かかわって
くださった皆様、スペシャルを支えてくださっているたくさん
の皆様の存在に、心から厚く御礼申し上げます。

当日は思いがけず大雨になり大丈夫かなと心配いたしました
が、皆様のご支援で、アスリートが雨にも負けず元気に参加し
てくださって、プログラムを楽しんでくださっている姿に感動
いたしました。スペシャルオリンピックスが、これからも皆の
よりどころとなり、いつまでも続くことを祈念いたします。皆
様お世話になりました。有難うございます。

第２部　司会　浅野・園田・小川

アスリート紹介

北河内陸上　発表

アスリート　福島誠一朗

アスリート　三島晴香

卓球　アスリート　演技

式典の開幕を盛り上げた映像です。

右のQRコードを読み取ってご覧ください。


